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「ＳＤＧｓ」最近よく耳にする言葉だ。持続可能な社会を作ることや平等などに向けての十七の国際目標のことで、テレビで「ＳＤＧｓウィーク」というものがあるなど最近関心が高まってきている。そこで食とＳＤＧｓについて考えようと思う。
まず日本では「フードロス」という問題が発生している。世界には食料がなく、飢餓で亡くなっしまう人が大勢いる。それにもかかわらず日本では年間約六十二トンもの食材が捨てられている。そしてその半分弱は家庭から出ているものだ。皮をむきすぎていたり食べ残しをしていたり。家庭から捨てられたものは店で出たものとあまり変わらない量になっているのだ。
だからこのフードロス問題を解決していくためには家庭での意識が必要不可欠だと思う。焼け石に水だと思うこともあるかもしれないが、やらないよりは絶対にいいと思うので、自分にできる範囲でやっていきたい。
次は食事の時に出るプラスチックゴミ。プラスチックはほとんど自然に分解されることはない。プラスチックが海に流れることで海の生物が死んでしまうこともたくさんある。そしてプラスチックは買い物をするとほぼ必ずついてくる。特に惣菜だ。惣菜はそのほとんどがプラスチックの容器に入れられていて買うとゴミが一気に出る。紙でできている袋に入っているものもあるが、かなり少ない。
そのなかで自分にできることは何なのか。自分は選択することだと思う。例えば紙の包装紙を使っているものを積極的に買うようにすること。これは選挙と同じで自分がより良いと思ったものを選択し、残していく。こういった生活をする中で貢献できることはまだまだあると思う。
しかし、そんなにすぐに問題は解決しない。人がより良い暮らしをしていくことと、持続可能な社会をつくることのバランスはとても難しいのだと思う。食に限らず、全てのものの環境への影響を無くそうとすると人間は原始時代に戻らなくてはいけなくなる。それは今の人間、少なくとも自分にはできない。だから最先端の技術を使ってそのバランスをとろうとしているのだと思う。
また、食事は言うまでもなく生きていくために必要不可欠なものだ。栄養を取るためはもちろん、おいしいものを食べることで気持ちの安定にもつながる。そして食事をするために必要な食材は自然の環境を利用してつくられている。その環境を壊すと、「生きる」ということに影響を与えてしまうことになる。そうならないために、これから少しずつ、でも確実に持続可能な社会にしていく必要がある。自分にできることは少ないかもしれない。しかし、例えば食べ残しをしないことや買いすぎないこと、食材の無駄を減らすこと。これらのことを続けていくことで、近づくことができるのではないだろうか。だから、これからも自分にできることを見つけ、やり続けていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

